
「しずく媛」の醸造適性
－ 「しずく媛」による産地の育成及び県産日本酒のブランド化と販売促進（Ｈ19～21）－

愛媛県産業技術研究所 食品産業技術センター 主任研究員 宮岡 俊輔

愛媛県で独自に開発された酒米新品種「しずく媛」の日本酒醸造技術を確立する
ため、「しずく媛」の醸造適性を研究しました。

○ デンプン特性

○ タンパク質組成

「しずく媛」のデンプン特性とタンパク質組成を詳細に検討した結果、「しず

本研究は、産学官連携新品種産地化促進事業により実施しました。
（共同研究先 農林水産研究所・愛媛県酒造協同組合・全農愛媛県本部）

ず 媛」 特 質 詳細 検討 結果、 ず
く媛」は、酒米として最高の品質といわれている「山田錦」に匹敵する良好な
特性を有していることがわかりました。


